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写真上の２枚は「かしま水の郷（さと）まつ
り」の打ち上げ花火から。同下右は県吹奏楽
コンクールで３年連続の金賞に輝く演奏で聴
衆を魅了した嘉島中吹奏楽部。嘉島ミニバス
ケットボールクラブ（写真左）も熊日学童五
輪で魅せるプレーを披露して３位に。写真下
左は上益城郡消防大会の通常点検に臨んだ嘉
島町消防団。きびきびした動作で魅せた。

魅
せ
た
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上
益
城
郡
消
防
大
会
で
、
甲
佐
町
消
防

団
の
通
常
点
検
に
当
た
る
荒
木
町
長

　

上
益
城
郡
消
防
大
会
が
７
月
29

日
、
御
船
町
の
御
船
中
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
か
れ
、
嘉
島
町
を
含
む
郡

内
５
町
の
消
防
団
員
や
関
係
者
ら

約
３
０
０
人
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し

た
。
嘉
島
町
か
ら
は
、
佐
藤
光
正

団
長
は
じ
め
46
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

郡
内
５
町
消
防
団
の
親
睦
と
団

結
の
強
化
の
た
め
、
消
防
操
法
と

隔
年
で
開
か
れ
て
い
る
通
常
点
検

の
大
会
。
大
会
会
長
を
務
め
る
県

消
防
協
会
郡
支
部
長
の
荒
木
嘉
島

町
長
が
昨
年
の
震
災
で
自
ら
被
災

し
な
が
ら
も
救
助
、
救
援
活
動
に

献
身
的
に
当
た
っ
た
団
員
ら
に
改

め
て
敬
意
を
表
し
、「
先
の
九
州

北
部
豪
雨
は
じ
め
依
然
と
し
て
大

規
模
災
害
は
後
を
絶
た
な
い
。
地

域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
備
え
を

お
願
い
し
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　

炎
天
下
、
各
町
の
通
常
点
検
に

臨
ん
だ
嘉
島
町
消
防
団
員
は
機
敏

な
動
き
で
日
ご
ろ
の
規
律
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
前
嘉
島
町
消
防
団
長
の
榮
光

男
氏
ら
郡
内
の
退
任
団
長
３
人
に

対
し
、
団
活
動
へ
の
功
労
を
た
た

え
る
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
議
会
は
８
月
10
日
、
平

成
29
年
第
２
回
臨
時
会
を
開
き
、

農
地
復
旧
に
伴
い
熊
本
県
と
締
結

し
た
災
害
復
旧
工
事
協
定
に
関
す

○
認
可
保
育
所
に
お
け
る
人
材
不

足
の
解
消
に
向
け
た
保
育
補
助
者

雇
上
強
化
事
業
補
助
金

○
台
風
３
号
の
被
害
を
受
け
た
施

設
園
芸
農
家
に
対
す
る
生
産
施
設

復
旧
対
策
事
業
補
助
金
等

る
専
決
処
分
な
ど
２
議
案
を
承

認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

工
事
協
定
は
、
昨
年
の
震
災
で

被
災
し
た
益
城
町
土
地
改
良
区
が

管
理
す
る
農
地
と
農
業
用
施
設
の

復
旧
事
業
で
す
。
隣
接
す
る
益
城

町
の
農
地
等
も
含
む
た
め
県
に
事

業
費
３
億
４
３
３
０
万
円
で
委
託

し
て
施
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
東
部
地
区
配
水
場
整
備

事
業
は
東
部
台
地
の
区
画
整
理
事

業
区
域
内
に
貯
水
施
設
を
整
備
す

る
も
の
で
工
事
請
負
金
額
は
１
億

４
１
４
８
万
円
で
す
。

○
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
地

域
防
災
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

た
地
域
Ｉ
ｏ
Ｔ
実
装
推
進
事
業

○
近
隣
公
園
仮
設
団
地
の
集
会
所

と
し
て
利
用
し
て
い
る
近
隣
公
園

分
館
の
空
調
設
置
工
事

　

嘉
島
町
議
会
の
平
成
29
年
第
３

回
定
例
会
は
９
月
４
日
か
ら
８
日

ま
で
の
５
日
間
の
日
程
で
開
会
。

２
億
４
６
３
８
万
円
を
追
加
し
て

総
額
１
０
８
億
５
５
８
９
万
２
千

円
と
す
る
29
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
案
な
ど
上
程
16
議
案
を
い
ず

れ
も
原
案
通
り
可
決
。

　

荒
木
町
長
の
町
政
報
告
は
じ
め

詳
報
は
「
広
報
か
し
ま
」
次
号
に

掲
載
し
ま
す
。

　

嘉
島
町
国
民

健
康
保
険
（
国

保
）
運
営
協
議

会
＝
写
真
＝
が

８
月
10
日
、
町

役
場
で
開
か
れ
、

制
度
改
正
に
伴

う
事
務
の
標
準

化
や
保
険
料

率
・
額
、
広
報

計
画
な
ど
重
要

事
項
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
初
の

同
協
議
会
に
は

荒
木
町
長
や
公

益
、
被
保
険
者
、

保
険
医
の
各
代
表
の
委
員
ら
11
人

が
出
席
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
県

が
国
保
運
営
の
主
体
と
な
る
法
改

正
を
受
け
、
町
と
し
て
の
対
応
を

協
議
。
必
要
な
手
続
き
な
ど
確
認

し
、
今
後
も
協
議
を
重
ね
て
い
く

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

27
年
の
法
改
正
で
、
県
内
の
医

療
費
推
計
か
ら
保
険
給
付
費
に
充

て
る
国
保
事
業
費
の
納
付
金
額
決

定
、
さ
ら
に
は
県
内
各
市
町
村
へ

の
標
準
保
険
料
率
通
知
に
至
る
ま

で
一
貫
し
て
県
が
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
町
は
県
の
通
知
を

受
け
、納
付
金
額
を
国
保
料
（
税
）

と
し
て
被
保
険
者
か
ら
徴
収
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

法
改
正
は
、
持
続
可
能
な
医
療

保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
、
国

保
の
財
政
基
盤
の
安
定
化
、
負
担

の
公
平
化
、
医
療
費
適
正
化
の
推

進
な
ど
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ
ま
し

た
。

国保の制度改正対応へ
本年度初の町運営協議会

２
議
案

２
議
案  

承
認
承
認··

可
決
可
決

第
２
回
臨
時
会

き
び
き
び

通
常
点
検

嘉
島
町
議
会

９
月
定
例
会

上
益
城
郡
消
防
大
会

29
年
度
一
般
会
計
を
追
加
補
正

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
の
主
な
内
容　
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嘉
島
町
は
佐
賀
県
伊
万
里
市
と

県
北
の
菊
池
市
と
の
３
市
町
で
７

月
24
日
、
災
害
発
生
時
に
互
い
に

物
資
な
ど
を
提
供
し
合
う
「
災
害

時
相
互
応
援
協
定
」
を
結
び
ま
し

た
。

　

伊
万
里
市
役
所
で
開
か
れ
た
協

定
調
印
式
で
、
荒
木
町
長
は
「
熊

本
地
震
の
経
験
か
ら
広
域
的
な
連

携
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し

て
い
る
。
本
当
に

心
強
く
思
っ
て
い

る
」
と
協
定
へ
の

期
待
を
表
明
し
ま

し
た
。

　

伊
万
里
市
の

塚
部
芳
和
市
長

も
「
災
害
は
い

つ
、
ど
う
い
う
状

況
で
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
。
今

回
の
協
定
で
頼
り

に
な
る
親
戚
を
得

た
よ
う
で
大
変
あ

り
が
た
い
」
と
語

り
、
江
頭
実
・
菊

池
市
長
は
「
災

害
時
だ
け
で
な

く
、
普
段
か
ら
多

面
的
に
交
流
し
て

い
く
こ
と
に
も

期
待
し
た
い
」
と

災
害
時
に
限
ら
な
い
日
頃
の
連

携
の
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
で
は
、
３
市
町
の

い
ず
れ
か
が
大
規
模
な
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
場
合
、
被
災
市
町
の
要

請
に
応
じ
て
食
糧
や
飲
料
水
、
生

活
必
需
品
、
さ
ら
に
は
救
援
・
復

旧
の
た
め
の
資
・
機
材
な
ど
を
提

供
し
合
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
派

遣
や
一
時
的
な
避
難
所
の
施
設
提

供
に
関
す
る
こ
と
ま
で
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
は
、
大
規
模
な
被

害
が
広
域
的
に
発
生
し
た
た
め
、

近
隣
自
治
体
や
企
業
と
の
協
定
も

ほ
と
ん
ど
機
能
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
経
験
か
ら
「
近
隣
の
自
治
体

や
企
業
だ
け
で
な
く
、
離
れ
た
自

治
体
な
ど
と
も
協
定
を
結
び
、
広

域
的
な
応
援
体
制
を
築
い
て
い
き

た
い
」（
町
防
災
担
当
）
と
、
３

市
町
で
の
協
定
と
な
り
ま
し
た
。

佐
賀
県
伊
万
里
市
役
所
で
開
か
れ
た
「
災
害
時
相
互
応

援
協
定
」
調
印
式
で
、
が
っ
ち
り
手
を
組
む
右
か
ら
荒

木
町
長
、
塚
部
伊
万
里
市
長
、
江
頭
菊
池
市
長

災害時

嘉
島
町
と
伊
万
里
、
菊
池
の
両
市

　
　

相
互
応
援
協
定
結
ぶ

故
河
津
氏
の
墓
前
で
手
を
合
わ
せ

る
荒
木
町
長

　

荒
木
町
長
は
８
月
４
日
、
小
国

町
を
訪
ね
、
か
つ
て
全
国
町
村
会

長
を
務
め
た
元
小
国
町
長
の
故
河

津
寅
雄
氏
の
墓
前
で
自
ら
も
同
会

会
長
に
就
任
し
た
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

月
遅
れ
の
お
盆
を
前
に
、
地
元

の
北
里
耕
亮
・
小
国
町
長
や
高
橋

周
二
・
南
小
国
町
長
ら
関
係
者
と

共
に
墓
参
し
た
荒
木
町
長
は
「
偉

大
な
大
先
輩
に
少
し
で
も
近
づ
け

る
よ
う
努
め
て
い
く
。
全
国
の
町

と
村
を
見
守
り
、
よ
り
良
い
方
向

に
導
い
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し

た
」
と
花
を
手
向
け
、
手
を
合
わ

せ
て
い
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
７
月
31
日
、
全
国

７
４
４
の
町
と
１
８
３
の
村
の
首

長
で
構
成
す
る
同
会
の
第
21
代
会

長
に
就
任
。
県
関
係
で
は
１
９
６

３
年
か
ら
８
期
15
年
に
わ
た
っ
た

河
津
氏
以
来
、
２
人
目
で
す
。

　

熊
本
県
町
村
会
長
の
荒
木
町
長

は
７
月
21
日
、
先
に
「
平
成
29
年

７
月
九
州
北
部
豪
雨
」
に
見
舞
わ

れ
た
福
岡
県
の
被
災
地
な
ど
を
見

て
回
り
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
じ
め
嘉
島
町
と
県

町
村
会
の
一
行
は
福
岡
市
の
福
岡

県
町
村
会
を
訪
ね
、
豪
雨
で
亡

く
な
っ
た
方
々
へ
弔
意
を
表
し
、

「
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

甚
大
な
被
害
が
出
た
東
峰
村
の

被
災
現
場
で
は
、
豪
雨
の
猛
威
を

物
語
る
惨
状
に
訪
れ
た
一
行
も
た

め
息
。
荒
木
町
長
は
震
災
の
際
、

物
資
提
供
の
支
援
を
受
け
た
添
田

町
も
訪
問
。
改
め
て
謝
意
を
述

べ
、「
日
常
の
暮
ら
し
が
戻
る
よ

う
祈
っ
て
い
ま
す
」
と
町
職
員
ら

を
励
ま
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
町
村
会

全
国
町
村
会

 

河
津
氏
の
墓
前

 

会
長
就
任
報
告

荒
木
町
長

九
州
北
部
豪
雨
見
舞
う

九
州
北
部
豪
雨
見
舞
う
荒
木
町
長

荒
木
町
長
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ご
当
地
の
ビ
ー
ル
工
場
直
送
の
サ
ン

ト
リ
ー
「
プ
レ
モ
ル
」
コ
ー
ナ
ー

写真右は熱唱で会場を魅了した演
歌歌手、堀内はるなさん。同上は
大にぎわいのイオンモール熊本南
側駐車場のまつり会場。嘉島中吹
奏楽部の趣向を凝らしたステージ
（同下）が好評だった

町消防音楽隊のステージには〝歌
姫〟も（写真上）。同下は B-fit
スポーツクラブのダンスチームの
熱演から

まつり実行委員会長のまつり実行委員会長の
荒木町長荒木町長

司会を務めた司会を務めた
大田黒浩一さん大田黒浩一さん

台
風
５
号
接
近
に
「
予
報
を
覆
せ
」

と
関
係
者
ら
は
祈
る
よ
う
な
思
い
で

開
催
に
こ
ぎ
着
け
た

まつり ピックアップまつり ピックアップ
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「
か
し
ま
水
の
郷
（
さ
と
）
ま

つ
り
」
が
８
月
５
日
、
上
島
の
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
（
南
側
駐
車

場
）
特
設
会
場
で
開
か
れ
、
多
彩

な
ス
テ
ー
ジ
や
打
ち
上
げ
花
火
な

ど
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
町
の
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会

の
主
催
で
、
平
成
７
年
か
ら
毎
年

８
月
の
第
１
土
曜
に
開
か
れ
て
お

り
、
今
回
が
通
算
21
回
目
（
荒
天

に
よ
り
２
回
中
止
）。

　

昨
年
の
震
災
か
ら
「
羽
ば
た

け
！
嘉
島
町
」
と
銘
打
っ
た
今
夏

は
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
長
の
荒

木
町
長
が
「
町
の
将
来
を
担
う
人

づ
く
り
が
ま
つ
り
の
起
こ
り
。
ご

一
緒
に
ま
つ
り
の
出
会
い
、
触
れ

合
い
を
地
域
づ
く
り
に
生
か
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
開
幕
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
お
な
じ
み

「
か
し
ま
太
鼓
」
の
力
強
い
ば
ち

さ
ば
き
を
皮
切
り
に
、
毎
回
欠
か

さ
ず
出
演
し
て
い
る
町
消
防
音
楽

隊
が
安
定
感
の
あ
る
演
奏
を
披
露

す
れ
ば
、
今
春
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ

ル
管
弦
楽
団
の
弦
楽
四
重
奏
団
の

メ
ン
バ
ー
と
共
演
し
た
嘉
島
中
吹

奏
楽
部
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
楽
し

い
演
奏
で
拍
手
喝
采
を
浴
び
て
い

ま
し
た
。

　

５
回
目
の
出
演
と
な
っ
た
地
元

の
水
春
Ｂ
‐
ｆ
ｉ
ｔ
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
各
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
も
思
い

思
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
ス

テ
ー
ジ
に
彩
り
。

　

ゲ
ス
ト
の
堀
内
は
る
な
さ
ん
は

「
県
内
唯
一
の
若
手
演
歌
歌
手
」

の
呼
び
声
通
り
弱
冠
20
歳
の
若
々

し
い
歌
声
で
熱
唱
。
最
後
に
熊
本

県
「
水
探
検
隊
」
正
副
隊
長
、
熊

本
市
「
水
守
」
を
務
め
る
お
笑
い

「
も
っ
こ
す
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
の
ご

両
人
が
登
場
し
、
体
を
張
っ
た
熱

演
で
ス
テ
ー
ジ
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

台
風
５
号
の
影
響
が
心
配
さ
れ

た
呼
び
物
の
花
火
も
滞
り
な
く
打

ち
上
げ
。
夏
の
夜
空
を
彩
っ
た
約

３
千
発
の
光
の
絵
物
語
に
詰
め
か

け
た
観
客
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
に
よ
り
ま

す
と
、
ま
つ
り
会
場
の
来
場
者
は

約
９
千
人
に
上
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

写
真
上
は
嘉
島
中
吹
奏
楽
部
の
ス
テ
ー
ジ
。
涼
し
げ
な
浴
衣
姿
の
部
員
も
。

同
下
の
Ｂ
‐
ｆ
ｉ
ｔ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
は
南
国
ム
ー

ド
を
漂
わ
せ
た

お笑い「もっこすファイヤー」のご両人は軽妙なトー
クでステージの最後を飾った

気合十分のばちさばきを披露し、歓声を浴びた「か
しま太鼓」のメンバー

か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り

か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り    

に
ぎ
わ
う

に
ぎ
わ
う
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嘉島中で「地域未来塾」嘉島中で「地域未来塾」

　

嘉
島
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
呼
び
掛
け
た
町
教
育
委
員

会
「
地
域
未
来
塾
」
の
開
塾
式
が

８
月
１
日
、
嘉
島
中
で
開
か
れ
ま

し
た
。
学
校
の
休
み
を
利
用
し
た

学
習
支
援
の
取
り
組
み
で
す
。

　

同
塾
は
町
内
の
中
学
３
年
生
の

希
望
者
を
対
象
に
、
来
年
２
月
ま

で
夏
休
み
と
冬
休
み
、
そ
れ
に
土

曜
の
延
べ
40
日
間
に
わ
た
っ
て
開

か
れ
ま
す
。
国
語
、
数
学
、
英
語

の
３
教
科
を
中
心
に
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
。
指
導
に
は
教
職
経
験

者
や
教
職
に
就
く
こ
と
を
目
指
す

学
生
が
当
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

開
塾
式
に
は
嘉
島
中
の
３
年
生

31
人
が
出
席
。
西
郡
豊
孝
・
町
社

会
教
育
課
長
が
「
部
活
動
に
頑

　

第
42
回
熊
日
学
童
五
輪
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
７
月
22

〜
30
日
、
上
天
草
市
の
大
矢
野
体

育
館
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。
62

チ
ー
ム
が
出
場
し
た
男
子
で
は
嘉

島
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
が
３
位
に
入
り
ま
し
た
。
キ
ャ

プ
テ
ン
の
菅
原
大
翔
さ
ん
は
「
途

中
苦
し
い
試
合
も
あ
っ
た
が
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
勝
ち
上
が
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
町
内
在

住
の
小
学
生
チ
ー
ム
で
、
主
に
嘉

島
西
小
体
育
館
で
練
習
を
積
ん
で

い
ま
す
。

国語、数学、英語を中心にしたカリキュラムが組まれる
嘉島中「地域未来塾」の開塾式

張
っ
て
き
た
分
、
受
験
勉
強
へ
の

切
り
替
え
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

は
ず
。
し
っ
か
り
学
び
、
自
分
の

可
能
性
を
信
じ
、
こ
れ
か
ら
の
進

路
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

２
年
ぶ
り
に

２
年
ぶ
り
に

水
泳
記
録
会

水
泳
記
録
会

東
、
西
両
小
学
校

　

嘉
島
町
学
童
水
泳
記
録
会
＝
写

真
＝
が
７
月
25
日
、
嘉
島
西
小

プ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
震
災

で
昨
年
は
中
止
さ
れ
た
た
め
２
年

ぶ
り
の
開
催
で
す
。

　

出
場
し
た
嘉
島
東
、
西
の
両

小
の
４
〜
６
年
の
約
２
５
０
人

を
、
町
小
体
連
会
長
の
田
中
元
嘉

島
東
小
校
長
と
髙
野
隆
町
教
育
長

が
「
競
泳
で
は
五
輪
の
メ
ダ
リ
ス

ト
が
か
つ
て
嘉
島
町
か
ら
出
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
そ
ん
な
郷
土
の

先
輩
に
続
き
、
練
習
の
成
果
を
見

せ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
西
小

６
年
の
中
城
大
智
さ
ん
が
「
自
分

の
記
録
を
更
新
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
」
と
選
手
宣
誓
を
行
う

と
、
児
童
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
出
場

種
目
で
懸
命
に
水
し
ぶ
き
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
西
小
５
年
の
上
田

彩
葉
さ
ん
が
女
子
25
㍍
平
泳
ぎ
で

28
秒
０
を
マ
ー
ク
し
、
大
会
記
録

を
更
新
し
ま
し
た
。

嘉
島
ミ
ニ
バ
ス
ケ

嘉
島
ミ
ニ
バ
ス
ケ

男
子
堂
々
の
３
位

男
子
堂
々
の
３
位

熊
日
学
童
五
輪

熊
日
学
童
五
輪

町教委 町教委 学校の休みに学習支援学校の休みに学習支援

　

第
61
回
熊
本
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
今

夏
、
県
立
劇
場
（
熊
本
市
）
で
開
か
れ
、
嘉

島
中
吹
奏
楽
部
は
見
事
、
金
賞
に
輝
き
ま
し

た
。
３
年
連
続
の
快
挙
で
す
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
Ｂ
パ
ー
ト
（
少
人
数

編
成
）
に
臨
ん
だ
嘉
島
中
が
課
題
曲
「
輝
け

る
夏
の
日
へ
」
に
加
え
て
選
ん
だ
自
由
曲
は

「
ガ
ル
ー
ダ
の
翼
」（
広
瀬
勇
人
作
曲
）。
イ

ン
ド
神
話
か
ら
ア
ジ
ア
諸
国
へ
と
伝
わ
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
国
の
象
徴
と
も
な
っ
て

い
る
伝
説
上
の
鳥
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
曲
で

す
。

　

部
員
ら
は
「
日
ご
ろ
か
ら
支
え
て
い
た
だ

く
方
々
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
」
と

一
丸
と
な
っ
て
情
熱
的
な
演
奏
を
披
露
し
、

栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
タ
ク
ト
を
振
っ
た
顧

問
の
松
山
吏
加
教
諭
も
「
全
部
員
の
悲
願
で

あ
る
南
九
州
大
会
出
場
へ
ま
た
一
歩
近
づ
け

た
の
で
は
な
い
か
」
と
早
く
も
来
年
の
コ
ン

ク
ー
ル
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
部

員
数
は
29
人
（
３
年
10
人
、
２
年
９
人
、
１

年
10
人
）
で
す
。

県吹奏楽コンクール

嘉
島
中
「
金
賞
」
３
年
連
続
受
賞
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…
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
体
験

…
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
体
験

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
動
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
「
夏
休
み
小
学
生
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
が
８
月
１
〜
４
日
、
嘉
島
東
・
西
の
両

小
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

急
速
に
進
む
社
会
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
に
対
応
し
、
日
々

の
暮
ら
し
の
隅
々
に
行
き
渡
る
電
子
機
器
類
の
基
本

で
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
仕
組
み
に
触
れ
な
が
ら
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
試
み
。
震
災
復
興
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
支
援
に
取
り
組
む
「
リ
バ
イ
ブ
く
ま
も
と
」
が
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　

東
小
９
人
、
西
小
21
人
の
６
年
生
合
わ
せ
て
30
人

が
そ
れ
ぞ
れ
都
合
３
日
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
参
加
。

西
小
で
は
視
聴
覚
教
室
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
い
、

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
」「
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
命
令
し
て
動
か
し
て
み
よ
う
」
な
ど
の
課

題
に
順
を
追
っ
て
挑
み
、
パ
ズ
ル
や
ゲ
ー
ム
の
感
覚

で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

学
び
の
夏

学
び
の
夏

　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
夏
休

み
企
画
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
」
に
嘉
島
西
小
と
嘉
島

中
の
児
童
・
生
徒
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

町
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
介

護
職
員
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
り
、
入

所
者
ら
と
交
流
を
図
っ
た
り
し
ま
し

た
。

　

８
月
３
日
、
高
田
の
「
悠
優
か
し

ま
」
を
訪
ね
た
の
は
、
西
小
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
委
員
会
の
５
、
６
年
生
12
人
。

児
童
ら
は
車
い
す
の
操
作
方
法
や
認

知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
入

所
者
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
ら

と
一
緒
に
昼
食
を
と
っ
て
交
歓
。

　

嘉
島
中
の
１
〜
３
年
の
各
ク
ラ
ス

代
表
13
人
は
同
８
日
、
北
甘
木
の

「
康
寿
苑
」
で
活
動
体
験
。
施
設
を

見
学
し
た
後
、
施
設
の
入
所
・
利
用

者
と
一
緒
に
健
康
体
操
。
リ
フ
ト
機

能
を
備
え
た
車
両
に
車
い
す
で
乗
り

降
り
し
た
り
、
飲
み
物
に
と
ろ
み
を

つ
け
る
誤
飲
防
止
の
「
ス
ル
ー
キ
ン

グ
」
を
行
っ
た
り
。
お
し
ぼ
り
や
エ

プ
ロ
ン
を
配
っ
て
入
所
者
ら
の
昼
食

の
準
備
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
に

寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
」
と
呼
び

掛
け
、
青
少
年
健
全
育
成
を
Ｐ
Ｒ

し
た
り
、
関
係
活
動
団
体
を
支
援

し
た
り
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

本
年
度
事
業
計
画
を
決
め
ま
し
た
。

　

県
警
嘉
島
交
番
の
大
塚
勝
所
長

が
町
内
の
防
犯
事
例
な
ど
概
況
に

つ
い
て
触
れ
、「
夏
休
み
中
の
子

ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
見
守
っ
て

い
く
」
と
非
行
防
止
へ
の
協
力
を

求
め
ま
し
た
。
＝
写
真
は
あ
い
さ

つ
す
る
荒
木
町
長
（
左
端
）

　

嘉
島
町
の
青
少
年
育
成
町
民
会

議
は
７
月
28
日
、
町
役
場
で
平
成

29
年
度
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
会
議
会
長
の
荒
木
町
長
が

「
子
ど
も
た
ち
の
非
行
や
い
じ
め

の
問
題
は
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

る
。
家
庭
と
学
校
、
そ
れ
に
地
域

青
少
年
健
全
育
成

青
少
年
健
全
育
成

町
民
会
議
で
討
議

町
民
会
議
で
討
議

町内の児童・生徒ら
お年寄りと交流図る

嘉島中の１～３年の各クラス代表は「康寿苑」で
入所・利用者と一緒にタオル体操も

西
小
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
ら
は
「
悠
優
か
し
ま
」
を
訪
ね
た

ゲ
ー
ム
感
覚
で
次
々
に
課
題
を
ク
リ
ア
し
て

い
く
西
小
の
児
童
た
ち

東・西小
ワークショップ できた !?  プログラミング
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嘉
島
町
の
人
権
教
育
研
究
会
が

７
月
26
日
、
町
民
会
館
で
開
か
れ
、

部
落
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
す
た
め
の
具
体
的
な

教
育
現
場
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
中
学
校
や
幼
稚
園
、

保
育
園
の
教
職
員
ら
約
70
人
が
参

加
。
主
催
し
た
町
教
委
の
髙
野
隆

教
育
長
と
町
人
権
教
育
推
進
協
議

会
・
学
校
教
育
部
会
長
の
田
中
元

嘉
島
東
小
校
長
が
「
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
人
権
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
掛
け
、
嘉

島
中
の
藤
本
欣
也
教
諭
が
自
ら
の

体
験
を
踏
ま
え
て
基
調
提
案
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
い
の
ち
と
く
ら
し
を
大
切
に

す
る
人
権
・
部
落
問
題
学
習
」
と

題
し
て
講
演
し
た
岡
田
み
つ
よ
さ

ん
＝
熊
本
市
在
住
＝
は
長
年
、
県

内
各
地
の
小
中
学
校
で
児
童
・
生

徒
と
触
れ
合
っ
て
き
た
自
分
自
身

の
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
実
践

的
な
授
業
の
手
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
。

引
き
続
き
、
三
つ
の
分
科
会
で
は

「
社
会
認
識
」「
進
路
保
障
」「
就

学
前
教
育
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
事
例
報
告
を
受
け
て
現

場
の
抱
え
る
課
題
な
ど
理
解
を
深

め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

農
事
組
合
法
人
「
か
し
ま
広
域

農
場
」（
嘉
島
町
）
は
８
月
６
日
、

町
民
会
館
で
平
成
29
年
度
通
常
総

会
＝
写
真
＝
を
開
き
、
組
合
員
の

営
農
安
定
化
を
図
る
こ
と
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
事
業
計
画
や
収
支
計

画
を
決
め
ま
し
た
。

　

同
農
場
は
27
年
11
月
、
町
内
全

域
を
カ
バ
ー
す
る
九
州
最
大
規
模

の
農
業
法
人
と
し
て
旗
揚
げ
。
コ

メ
、
麦
、
大
豆
の
３
作
物
に
絞
っ

た
集
団
的
土
地
利
用
（
ブ
ロ
ッ

ク
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
進
め
、

生
産
コ
ス
ト
の
削
減
と
農
作
業
の

効
率
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
工
藤
健
一
組
合
長

が
「
地
域
農
業
を
守
っ
て
次
世
代

へ
と
飛
躍
す
る
た
め
、
組
合
員
の

農
業
所
得
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
こ

う
」
と
呼
び
掛
け
、
招
か
れ
た
荒

木
町
長
も
「
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
な
ど
厳
し
い
農
業
環
境
の
中
、

広
域
農
場
の
取
り
組
み
へ
の
期
待

は
大
き
い
」
と
引
き
続
き
町
も
支

援
し
て
い
く
方
針
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

　

組
合
員
数
は
３
９
１
人
。
29
年

度
の
経
営
面
積
は
４
２
０
㌶
と
見

込
ま
れ
、
計
画
で
は
コ
メ
の
作
付

け
が
２
３
２
㌶
、
麦
３
４
３
㌶
、

大
豆
１
８
５
㌶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
事
で
は
、
平
成
27
年
に
策
定

し
た
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る

町
の
支
援
事
業
５
カ
年
計
画
（
〜

同
31
年
度
）
に
つ
い
て
審
議
。
待

機
児
童
の
増
加
問
題
を
は
じ
め
、

延
長
保
育
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

な
ど
の
運
用
実
績
、
今
後
の
動
向

を
め
ぐ
っ
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
年
が
５
カ
年
計
画
の

中
間
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
２
年
間
の
実
績
に
基
づ
い
て
今

後
の
数
値
目
標
な
ど
計
画
見
直
し

　

嘉
島
町
の
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
が
７
月
27
日
、
町
役
場
で
開
か

れ
、
待
機
児
童
の
解
消
策
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基

づ
く
同
会
議
に
は
、
メ
ン
バ
ー
の

関
係
団
体
代
表
ら
が
出
席
。
会
長

の
髙
野
隆
町
教
育
長
が
「
町
の
人

口
動
態
や
町
民
の
雇
用
環
境
を
踏

ま
え
た
上
で
、
町
内
で
の
子
育
て
、

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
」
と

各
種
支
援
事
業
へ
の
協
力
を
求
め

ま
し
た
。

差別なくす取り組み討議差別なくす取り組み討議
　　　　　町人権教育研究会

か
し
ま
広
域
農
場

か
し
ま
広
域
農
場

営
農
安
定
化
図
る

営
農
安
定
化
図
る

事
業
・
収
支
計
画

事
業
・
収
支
計
画

待
機
児
童
解
消
へ

待
機
児
童
解
消
へ

町
支
援
計
画
見
直
し

子
ど
も

子
育
て

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。待

機
児
童
問
題
な
ど
審
議
し
た

町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

教員時代の自らの体験談など交えて講演を
行った岡田みつよさん（右端）
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プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
戦
―
往
年
の
名

プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
が
集
う
「
ド

リ
ー
ム
マ
ッ
チ
２
０
１
７
」
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
８
月

７
日
、
嘉
島
町
北
甘
木
の
サ
ン
ト

リ
ー
ビ
ー
ル
九
州
熊
本
工
場
の
特

設
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
が
取
り
組
む
熊
本

地
震
復
興
支
援
活
動
「
水
の
国
く

ま
も
と
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
で
、
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち

を
元
気
づ
け
よ
う
と
企
画
。
昨
年

12
月
、
町
総
合
運
動
公
園
で
開
か

れ
た
吉
村
禎
章
さ
ん
や
荒
木
大
輔

さ
ん
ら
元
プ
ロ
野
球
選
手
ら
の
野

球
教
室
「
心
を
つ
な
ぐ
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
」
に
参
加
し
た
町
内
外
の

小
中
学
生
と
保
護
者
ら
約
１
６
０

人
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
〝
夢

の
球
宴
〞
の
実
況
中
継
が
会
場
に

持
ち
込
ま
れ
た
１
８
３
㌅
の
巨
大

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、

か
つ
て
の
球
界
レ
ジ
ェ
ン
ド
た
ち

の
好
プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
に
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
工
場
か
ら
の
観
戦
中
継
に
当

た
っ
た
特
別
ゲ
ス
ト
、
元
オ
リ
ッ

ク
ス
の
パ
ン
チ
佐
藤
さ
ん
が
自
ら

の
プ
ロ
野
球
体
験
を
交
え
な
が
ら

行
っ
た
解
説
も
実
直
な
人
柄
が
伝

わ
っ
て
好
評
で
し
た
。

　

嘉
島
町
の
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル

九
州
熊
本
工
場
に
併
設
さ
れ
て
現

在
、
休
業
中
の
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン

が
閉
鎖
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
再
生
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
が
８
月
９
日
、
明
ら
か
に
し
た

と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
来
春
に

も
同
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
運
用
を

開
始
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
ス

テ
ー
ジ
な
ど
具
体
的
な
施
設
に
関

し
て
は
今
後
、
県
や
嘉
島
町
な
ど

の
意
見
を
聞
い
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

約
２
０
０
席
備
え
た
レ
ス
ト
ラ

ン
は
１
９
９
６
年
、
工
場
稼
働
に

先
駆
け
て
開
業
し
て
い
ま
し
た
。

好プレー、珍プレーが続々。会場の子ども
たちはパンチ佐藤さんの解説に大はしゃぎ

町
内
４
園
に
招
待
券
を
手
渡
す

荒
木
町
長
（
左
か
ら
２
人
目
）

　

９
月
15
日
に
嘉
島
町
の
イ
オ
ン

モ
ー
ル
熊
本
の
特
設
会
場
で
幕
を

開
け
る
「
木
下
大
サ
ー
カ
ス
熊
本

公
演
」
の
招
待
券
が
町
内
の
幼

稚
・
保
育
園
児
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
公
演
実
行
委
員
会
（
熊
日
、

熊
本
放
送
、
熊
本
県
民
テ
レ
ビ
）

と
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
、
そ
れ
に

木
下
サ
ー
カ
ス
（
岡
山
市
）
が
そ

れ
ぞ
れ
町
に
贈
っ
た
合
わ
せ
て
３

０
０
枚
余
り
の
招
待
券
を
、
感
受

性
豊
か
な
幼
稚
・
保
育
園
の
３
〜

５
歳
児
の
情
操
教
育
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
町
が
配
布
す
る
こ
と

に
し
た
も
の
で
す
。

　

町
役
場
で
８
月
16
日
に
行
わ
れ

た
招
待
券
伝
達
式
で
、
荒
木
町
長

が
嘉
島
幼
稚
園
、
嘉
島
保
育
園
、

幼
光
保
育
園
、
東
部
幼
光
保
育
園

の
４
園
長
に
手
渡
し
、「
町
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
〝
夢
と

感
動
の
シ
ョ
ー
〞
を
通
し
て
元
気

い
っ
ぱ
い
震
災
を
乗
り
越
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
表
明

し
ま
し
た
。

　

同
公
演
は
11
月
29
日
ま
で
、
８

頭
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ
ン
の
猛
獣

シ
ョ
ー
は
じ
め
世
界
一
流
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
ら
が
顔
を
そ
ろ
え
る

人
気
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
か
れ
ま

す
。
前
売
り
料
金
は
大
人
２
７
０

０
円
（
当
日
３
千
円
）、
３
歳
〜

中
学
生
１
７
０
０
円
（
同
２
千
円
）。

問
い
合
わ
せ
は
公
演
事
務
局
☎
０

９
６
（
３
６
２
）
０
０
４
５
。

　
「
木
下
大
サ
ー
カ
ス
熊
本
公

演
」
の
安
全
祈
願
祭
＝
写
真
＝
が

８
月
23
日
、
嘉
島
町
の
イ
オ
ン

モ
ー
ル
熊
本
で
開
か
れ
、
木
下
唯

志
・
木
下
サ
ー
カ
ス
社
長
ら
関
係

者
約
百
人
が
列
席
し
ま
し
た
。
期

間
中
、
モ
ー
ル
東
側
駐
車
場
に
特

設
さ
れ
る
同
公
演
会
場
は
巨
大
な

赤
テ
ン
ト
で
約
２
千
人
収
容
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

サントリー熊本工場大にぎわい

プロプロ野球野球ＯＯＢＢ戦戦観戦観戦

レ
ス
ト
ラ
ン
閉
鎖

熊
本
公
演
の

安
全
を
祈
願

1515
日
開
幕
「
木
下
大
サ
ー
カ
ス
」

日
開
幕
「
木
下
大
サ
ー
カ
ス
」

町
内
園
児
ら
に
招
待
券
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役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

家
庭
ご
み
の
処
理
適
切
に

　

家
庭
な
ど
か
ら
出
た
ご
み
を
以
前
か

ら
の
習
慣
で
庭
先
等
で
燃
や
す
方
が
お

ら
れ
ま
す
が
、
法
律
に
よ
り
、
家
庭
の

ご
み
で
も
焼
却
物
に
よ
っ
て
は
自
分
で

焼
却
処
分
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
お

り
、
違
反
す
る
と
法
律
に
よ
っ
て
罰
せ

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
家
庭
か
ら
発

生
し
た
廃
棄
物
（
ご
み
）
は
野
外
焼
却

を
せ
ず
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の

と
可
燃
ご
み
に
分
別
し
て
集
積
所
に
出

す
な
ど
適
切
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

参
加
し
ま
せ
ん
か

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　

ご
家
庭
で
介
護
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る

家
族
の
方
に
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
た
だ
き
、
介
護
者
同
士
の

交
流
を
深
め
る
た
め
在
宅
介
護
者
の
つ

ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

10
月
20
日
（
金
）

　

10
時
出
発　

16
時
解
散

○
場
所　

参
加
人
数
に
よ
り
決
定

○
参
加
対
象　

家
庭
で
家
族
（
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
）
の
介
護
を
し
て

い
る
方

○
参
加
人
数　

10
人
程
度

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
締
め
切
り　

10
月
13
日
（
金
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
第
７
回
日
時　

　

10
月
１
日
（
日
）
午
前
８
時

○
場
所

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校
運
動
場

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
校
周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

「
体
験
談
＆
説
明
会
」

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
秋
募
集
。

○
募
集
期
間　

　

９
月
29
日
（
金
）

　

〜
11
月
１
日
（
水
）
正
午

○
「
体
験
談
＆
説
明
会
」

・
日
時

　

９
月
27
日
（
水
）
19
時
〜
20
時
半

　

 

10
月
14
日
（
土
） 

11
時
〜
12
時
、
14

時
半
〜
16
時
半

・
会
場　

熊
本
市
国
際
交
流
会
館

　
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

☎
３
５
９－

２
１
３
０

詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jica.go.jp/volunteer/

index.htm
l

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

上
益
城
「
消
防
フ
ェ
ア
２
０
１
７
」

　

防
火
・
防
災
意
識
を
高
め
、
消
防
へ

の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
上
益

城
「
消
防
フ
ェ
ア
２
０
１
７
」
を
開
催

し
ま
す
。

○
期
日　

10
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
〜
14
時　

※
小
雨
決
行

○
場
所　

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
特
設
会
場

○
主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容

▽
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
先
着
２
０
０
人
）

▽
救
急
救
助
訓
練
▽
消
防
車
両
展
示
・

ミ
ニ
消
防
車
▽
煙
体
験
▽
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
・
綱
渡
り
▽
消
火
体
験
▽
救
急
法
実

演
と
指
導
▽
体
力
測
定
・
健
康
相
談
▽

ぬ
り
絵
・
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
▽
住
宅

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
み
出
し
は
指
定
袋
で
！

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
に
つ
い
て
は
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
震
災
後
は
、
倒
壊

家
屋
等
か
ら
の
ご
み
の
量
も
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
透
明
袋
で
出
さ
れ
て
も
収

集
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
倒
壊
家
屋
の
解
体
も
順
調

に
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
９
月
か
ら

ご
み
は
必
ず
指
定
袋
に
入
れ
て
か
ら
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

※
指
定
の
ご
み
袋
以
外
の
袋
は
収
集

し
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

※
お
断
り　

問
い
合
わ
せ
先
は

各
項
の
末
尾
で
す
。

↑
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【
12
面
に
続
く
】

用
火
災
報
知
機
な
ど
の
防
災
物
品
展
示

▽
消
防
の
絵
画
展
な
ど

　
　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　

警
防
通
信
指
令
課　

☎
２
８
２－

１
９
６
９

県
人
権
子
ど
も
集
会

○
日
時　

10
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

○
場
所　

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
な
く
し
、
共
存
で
き
る
人
権
尊
重

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
集

健　

康
8
月
27
日
〜
31
日
に
集
団
健
診

を
受
診
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ

　

健
診
結
果
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
受
診
さ
れ
た
町
の
健
康
診
断
の
結

果
や
普
段
か
ら
気
に
な
る

健
康
問
題
に
つ
い
て
保
健

師
お
よ
び
管
理
栄
養
士
が

個
別
に
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

　

日
程
は
表
の
通
り
で
す
。

ど
な
た
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
当
日
は
健

診
セ
ン
タ
ー
よ
り
送
付
さ

れ
ま
し
た
「
健
康
診
断
結

果
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

職
場
健
診
や
か
し
ま

ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た
方

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

※
お
願
い　

健
診
結
果

に
つ
い
て
の
相
談
お
よ
び

説
明
は
、
来
所
順
に
個
別

相
談
で
実
施
し
ま
す
。
多

少
待
ち
時
間
が
生
じ
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

笑
顔
ヘ
ル
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

無
料
の
歯
科
健
診
・
相
談
を
次
の
通

り
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

10
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

９
時
〜
16
時

○
場
所　

イ
オ
ン
熊
本
店
内

　
　
　
　
　
　
　

１
Ｆ
催
事
場

※
ご
来
場
の
方
全
員
に
歯
ブ
ラ
シ
、
歯

磨
き
粉
、
風
船
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
多
数

の
景
品
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
引

換
券
は
上
益
城
郡
医
師
会
会
員
の
歯
科

医
院
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
当

日
引
換
券
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

上
益
城
郡
歯
科
医
師
会

　
　

担
当　

さ
と
う
歯
科

☎
２
３
５－

１
１
１
８

　
　

り
ん
ご
歯
科
な
る
せ

☎
２
３
４－

０
０
１
２

会
で
す
。
県
内
に
在
住
す
る
児
童
・
生

徒
お
よ
び
教
育
関
係
者
な
ど
が
参
加
し
、

子
ど
も
実
行
委
員
の
運
営
に
よ
り
、
体

験
・
活
動
報
告
や
全
体
活
動
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

県
教
育
庁
人
権
同
和
教
育
課

☎
３
３
３－

２
７
０
２

く
ま
も
と
障
が
い
者
芸
術
展

　

障
が
い
の
あ
る
方
々
が
日
頃
の
活
動

の
中
で
制
作
し
た
絵
画
、
書
、
陶
芸
、

工
芸
な
ど
の
作
品
に
、
制
作
者
の
日
々

の
活
動
や
作
品
に
込
め
た
思
い
を
添
え

展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
展
示
期
間　

 

10
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
９
日
（
月
・
祝
）

○
展
示
場
所　

県
立
美
術
館
分
館

○
観
覧
料　

　

無
料

　

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
実
行

　

委
員
会
（
県
障
が
い
者
支
援
課
内
）

☎
３
３
３－

２
２
３
５

陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
隊

創
隊
62
周
年
記
念
行
事

○
テ
ー
マ

　
「
未
来
に
向
か
っ
て

　
　

地
域
の
皆
様
と
と
も
に
」

○
日
時　

10
月
１
日（
日
）９
時
〜
15
時

○
場
所

↑

９ 月 の 納 税 等 10 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税………………③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑤　期介護保険料
保育所利用料……………９月分
下水道使用料……………８月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年10月２日（月）

町県民税…………………③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑥　期介護保険料
保育所利用料………… 10月分
下水道使用料……………９月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年10月31日（火）

毎月第４水曜日
午後６時～午後８時

 ９ 月 27日
10月25日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

対象地区 日程 会場
東校区

10 月 23 日 月曜
9：30 ～ 11：30 嘉島町

保健センター
（町民会館内）西校区 13：30 ～ 15：30
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健
軍
駐
屯
地
（
記
念
式
典
や
各
種
催

し
物
）、
お
よ
び
自
衛
隊
通
り
（
観

閲
行
進
）

○
そ
の
他

　

 

・
天
候
に
よ
り
行
事
内
容
、
時
間
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
（
西
部
方
面
隊
で
検
索
）。

　

 

・
当
日
は
、
健
軍
駐
屯
地
東
地
区
の

ほ
か
、
熊
本
陸
運
支
局
に
臨
時
駐
車

場
を
設
け
ま
す
が
、
台
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
公
共
の
交
通
機
関
の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

西
部
方
面
総
監
部
広
報
室

☎
３
６
８－

５
１
１
１

　
　
（
内
線
２
４
５
５
〜
２
４
５
７
）

就
職
支
援

障
が
い
の
あ
る
方
対
象

職
業
訓
練
受
講
生

《
精
神
・
発
達
障
が
い
者
就
業
支
援
科
》

○
受
講
対
象　

精
神
、
発
達

○
定
員　

５
人

○ 

内
容　

数
多
く
の
精
神
・
発
達
障
が

い
者
就
労
支
援
実
績
を
生
か
し
、
実

践
的
な
就
業
準
備
訓
練
を
行
い
ま
す

（
職
場
実
習
含
む
）。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ

ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
資
格
取
得
も
目
指

し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

 

９
月
11
日
（
月
）
〜
10

月
31
日
（
火
）

○
訓
練
期
間　

 

12
月
１
日
（
金
）
〜
平

成
30
年
２
月
28
日（
水
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　
　
　
　

６
１
５
６
円
程
度

○
訓
練
場
所　

H
um

an T
o H

um
an

熊
本
市
東
区
健
軍
３－

50－

19　

２
階

《
ウ
ェ
ブ
作
成
資
格
取
得
科
》

　

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し

た
訓
練
（
在
職
者
訓
練
）

○
受
講
対
象
障
が
い

　
 

身
体
（
下
肢
・
内
部
）、
精
神
、
発

達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

○
定
員　

５
人

○ 

内
容　

企
業
で
生
か
せ
る
ウ
ェ
ブ
技

能
の
習
得
か
ら
資
格
取
得
ま
で
を
目

指
し
、
現
在
の
職
業
能
力
に
付
加
価

値
を
つ
け
ま
す
。
訓
練
は
月
曜
、
水

曜
に
行
い
ま
す
。

○
募
集
期
間　

　
　
　

〜
10
月
31
日
（
火
）

○ 

訓
練
期
間　

12
月
４
日
（
月
）
〜
平

成
30
年
２
月
28
日
（
水
）
ま
で

　

 

※
訓
練
は
午
後
６
時
か
ら
２
時
間
程

度
。

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　
　
　
　

２
７
０
０
円
程
度

○
訓
練
場
所　

ア
ト
ム
開
発

熊
本
市
南
区
江
越
２
丁
目
16－

14

【
11
面
か
ら
続
く
】

↑

「睡眠不足が続くと深刻な病気のリスクを高めます」
　睡眠不足が続くと、日中の眠気や意欲低下、記憶力低下などの問題を引き起こすだけではなく、
体内のホルモン分泌や体温・血圧の調節など、身体のさまざまな機能に大きな影響を及ぼすことが
知られています。睡眠と関係の深いホルモンで、成長ホルモンとメラトニンがあります。

分泌のリズム 主な役割

成長ホルモン
寝入りばな（睡眠後 30 分から 1 時間）
の深い睡眠（ノンレム睡眠）時に多く分
泌される

①体の成長を促す（身長を伸ばす）
②体脂肪を分解
③体の修復・再生（体力・免疫力を回復）

メラトニン
（ホルモン）

暗くなると分泌され始め、深夜に分泌が
ピークになる

①抗酸化作用でがんの発生を防ぐ
②体温を下げ、スムーズな入眠を促す

　このように、睡眠には大事なホルモンが関係しています。そのため、睡眠不足になるとこれらの
分泌が妨げられることになり、免疫力が下がり風邪をひきやすくなったり、太りやすくなったりし
ます。
　また、これらのホルモンとは別のホルモンになりますが、睡眠不足になると、血液中の食欲が増
すホルモン（グレリン）が増えて、同時に、満腹感を感じさせるホルモン（レプチン）が減ること
が分かっています。このため、睡眠不足になると太りやすくなるのです。肥満の状態は、糖尿病や
高血圧などの生活習慣病にかかりやすいことが明らかになっています。これらの生活習慣病は、命
にもかかわる心臓や脳の病気を引き起こすリスクを高めるため、生活習慣病にならないよう予防に
気をつけることが大事です。大事なイベントを控えた時こそ、睡眠をおろそかにしないようにしま
しょう。
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⑧
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
（
未
婚

で
）
出
生
し
た
児
童

⑨　

⑧
に
当
た
る
か
明
ら
か
で
な
い
児

童
　

た
だ
し
、
受
給
者
お
よ
び
扶
養
義
務

者
や
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
限
度
額
を

越
え
る
場
合
は
、
手
当
の
全
部
ま
た
は

一
部
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
ま
た
は
受
給
者
が
公
的

年
金
（
※
）
を
受
給
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
年
金
の
合
算
額
が
所
得
に

よ
る
支
給
制
限
お
よ
び
受
給
開
始
後
５

年
経
過
に
よ
る
支
給
制
限
後
の
手
当
額

よ
り
低
い
場
合
に
は
、
そ
の
差
額
分
の

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

※
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、

労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
の
方
へ

医
療
費
の
免
除
は
９
月
末
ま
で

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
方
で
半
壊
以
上
な
ど
の
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
に
つ
い
て
は
、
病
院
な

ど
の
窓
口
で
免
除
証
明
書
を
提
示
す
る

こ
と
で
医
療
費
が
免
除
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
医
療
費
の
免
除
は
９
月
末
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

10
月
か
ら
は
通
常
通
り
窓
口
で
の
支

払
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

　
　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－

０
１
２
１

屋
外
広
告
物
の
設
置
許
可

　

店
舗
な
ど
の
所
在
を
知
ら
せ
た
り
、

宣
伝
し
た
り
す
る
た
め
、
立
て
看
板
、

は
り
紙
、
の
ぼ
り
、
広
告
塔
、
屋
上
広

告
、
壁
面
広
告
な
ど
の
屋
外
広
告
物
を

設
置
す
る
場
合
は
、
自
己
の
土
地
、
建

物
な
ど
で
あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
事

前
に
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
ご
と
に
、
広
告
物
の
種

ご
存
じ
で
す
か

児
童
扶
養
手
当
制
度

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
や
、
父
母
が
い
な
い
た
め
父
母
以
外

の
方
が
児
童
を
養
育
す
る
場
合
な
ど
に
、

児
童
を
養
育
す
る
家
庭
の
生
活
の
安
定

と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

　

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、

次
の
①
〜
⑨
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該

当
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
、
母

ま
た
は
父
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
に
一
定
以
上
の
障
害
が

あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
ま
で
手
当
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

①
父
母
の
離
婚
後
、
父
ま
た
は
母
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童
（
遺

族
年
金
を
受
給
で
き
な
い
場
合
）

③
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害
（
国
民

年
金
の
障
害
等
級
１
級
程
度
）
が
あ
る

児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続

き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

類
や
表
示
で
き
る
面
積
、
広
告
物
の
設

置
が
禁
止
さ
れ
る
物
件
な
ど
の
基
準
が

あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
に
際
し
て
は
、

「
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
こ
と
」「
ま
わ
り
の
景
観
へ
の
影

響
を
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
」「
老
朽

化
や
破
損
な
ど
に
よ
る
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
定
期
的
に
点
検
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
」
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

上
益
城
地
域
振
興
局
土
木
部

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

１
１
０
９

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
震
災
に
よ
る
医
療
費
の
免
除

制
度
を
知
ら
ず
に
す
で
に
支
払
っ
て
し

ま
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
役
場
町

民
課
で
還
付
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
申
請
を
さ
れ
る
方
は
通
帳
、
印
鑑
、

罹
（
り
）
災
証
明
書
、
領
収
証
を
お
持

ち
の
上
、
役
場
町
民
課
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

江
津
湖
花
火
大
会
２
０
１
７

　

花
火
大
会
当
日
の
10
月
14
日
、
会
場

周
辺
で
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。
大

変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

花
火
会
場
周
辺
へ
お
越
し
の
際
は
、
マ

イ
カ
ー
の
使
用
を
控
え
、
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
、

市
電
な
ど
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
花
火
会
場
ま
で
は
、
熊
本

市
内
各
地
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

す
る
ほ
か
、
会
場
周
辺
に
専
用
駐
輪
場

を
設
け
ま
す
の
で
、
自
転
車
で
も
ご

来
場
い
た
だ
け
ま
す
。
当
日
の
交
通
規

制
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
江
津
湖
花
火
２
０
１
７
公
式

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　

江
津
湖
花
火
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
（
熊
本
市
イ
ベ
ン
ト
推
進
課
）

☎
３
２
８－

２
９
４
８

↑
【
14
面
に
続
く
】
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下
水
道
使
用
料
の
算
定

　

一
般
家
庭
の
下
水
道
使
用
料
は
、
毎

月
１
日
の
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
員

に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
を
嘉
島
町
に
置
い
た
ま
ま
町

外
で
生
活
し
て
い
る
方
（
長
期
入
院
、

単
身
赴
任
、
自
宅
以
外
か
ら
通
学
す
る

学
生
等
）
に
つ
い
て
は
使
用
料
の
減
免

措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
様
式
に

よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

　

減
免
希
望
の
方
は
、
役
場
建
設
課
下

水
道
係
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

保
育
園
の
園
庭
開
放

幼
光
保
育
園
（
本
園
舎
、
第
２
園
舎
）

○
日
時

　

９
月
21
日
（
木
）

　

10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

幼
光
保
育
園　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
幼
光
保
育
園
ま
で
お
電
話
く
だ

さ
い
。

　
　

幼
光
保
育
園

☎
２
３
７－

０
６
０
１

　
　

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

大
事
な
ペ
ッ
ト
を

迷
子
に
さ
せ
な
い
た
め
に

　

県
の
保
健
所
に
保
護
さ
れ
た
迷
子
の

犬
や
猫
の
多
く
は
飼
い
主
の
連
絡
先
が

分
か
り
ま
せ
ん
。

　

迷
子
に
さ
せ
な
い
よ
う
、
犬
は
リ
ー

ド
で
つ
な
ぎ
、
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し

ょ
う
。
は
ぐ
れ
た
時
に
備
え
、
迷
子
札

や
、
連
絡
先
を
記
入
し
た
首
輪
を
準
備

し
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
迷
子
に
な
っ
た
ら
、
最
寄
り
の

保
健
所
、
市
町
村
、
警
察
に
問
い
合
わ

せ
を
。
県
保
健
所
に
迷
子
で
保
護
さ
れ

た
犬
や
猫
の
情
報
は
、
県
動
物
愛
護
管

理
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　

県
健
康
危
機
管
理
課

☎
３
３
３－

２
２
４
８

健
康
づ
く
り
応
援
店
募
集

　

県
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

○ 

対
象　

飲
食
店
、
弁
当
・
惣
菜
店
な

ど
○
指
定
要
件　

栄
養
成
分
表
示
や
ヘ
ル

シ
ー
な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
全
６
項

目
の
中
か
ら
取
り
組
む
項
目
を
選
ん
で

実
施
す
る
こ
と

○
募
集
期
間　

10
月
31
日
ま
で

　
　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
３
３
３－

２
２
５
２

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

法
務
局
休
日
相
談
所

　

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
（
相
続
・
遺
言
、

不
動
産
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
人
権
に

関
す
る
事
項
な
ど
）
に
法
務
局
職
員
、

公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

事
前
予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約
の
電
話

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　

　

10
月
１
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

○
会
場　

熊
本
地
方
法
務
局　

４
階
会

議
室
（
熊
本
市
中
央
区
大
江
３－

１－

53
、
熊
本
第
２
合
同
庁
舎
内
）

　
　

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
３
６
４－

２
１
４
６

行
政
書
士
制
度
広
報
月
間

　

県
行
政
書
士
会
は
毎
年
10
月
を
「
行

政
書
士
制
度
広
報
月
間
」
と
し
て
、
Ｐ

Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
も

次
の
通
り
無
料
相
談
会
や
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

○
無
料
相
談
内
容

①
各
種
許
認
可
・
登
録
に
関
す
る
こ
と

（
建
設
業
・
運
送
業
・
風
俗
営
業
・
開

発
・
農
地
転
用
・
車
庫
証
明
・
車
両
登

録
・
在
留
資
格
な
ど
）

②
会
社
・
医
療
法
人
・
公
益
法
人
な
ど

の
法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と

③
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と

④
会
計
記
帳
・
内
容
証
明
書
・
契
約
書

の
作
成
に
関
す
る
こ
と

○
電
話
無
料
相
談

・
日
時　

10
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

・
相
談
電
話
☎
３
８
５
‐
７
３
０
１

○
街
頭
無
料
相
談
会

・
日
時　

10
月
18
日（
水
）・
19
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

・
場
所　

鶴
屋
本
館
７
階
レ
ス
ト
ス

ペ
ー
ス　

※
直
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
市
民
公
開
講
座

・
日
時　

 

10
月
14
日
（
土
）
13
時
受
け

付
け
、
13
時
半
開
講

・
場
所　

人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
内
容　

第
１
部　

公
証
人
の
講
演

第
２
部　

 

タ
レ
ン
ト
大
田
黒
浩
一
氏
の

講
演
な
ど

県
行
政
書
士
会☎

３
８
５－

７
３
０
０

【
13
面
か
ら
続
く
】

↑



広報かしま 2017.9

15

嘉
島
町
で
も
行
政
相
談

　

全
国
一
斉
の
行
政
相
談
週
間
10
月
16

日
（
月
）
〜
22
日
（
日
）
に
当
た
り
、

嘉
島
町
で
は
次
の
通
り
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
行
政
に
関
す
る
ご
意
見

や
ご
要
望
、
苦
情
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
18
日
（
水
）
13
時
半
〜
15
時

○
場
所　

役
場
２
階
大
会
議
室
（
北
）

○
担
当
者

　

行
政
相
談
委
員　

増
岡 

司
さ
ん

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

心
配
ご
と
の
無
料
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

９
月
27
日
（
水
）　

弁
護
士

10
月
25
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員
（
原

則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
契
約
問
題
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
徳
商
法

な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７
‐
１
１
１
２

↑

〇
エ
ス
テ
、
医
療
機
関
で
の
脱
毛
施
術

　

特
に
女
性
に
多
い
脱
毛
施
術
で
す
が
、

こ
こ
５
年
間
で
、
皮
膚
障
害
や
や
け
ど

な
ど
の
危
害
情
報
が
全
国
で
９
６
４
件

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
エ

ス
テ
は
６
８
０
件
、
医
療
機
関
は
２
８

４
件
で
し
た
。
エ
ス
テ
と
医
療
機
関
で

は
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
脱
毛
施
術
に

違
い
が
あ
り
ま
す
。

〇
脱
毛
施
術
の
違
い

　

エ
ス
テ
は
、
除
毛
、
減
毛
を
目
的
に

皮
膚
に
負
担
を
与
え
な
い
範
囲
で
脱
毛

す
る
「
光
脱
毛
」
を
実
施
し
ま
す
が
、

医
療
機
関
は
、「
光
脱
毛
」
の
ほ
か
、

毛
包
幹
細
胞
な
ど
の
破
壊
を
伴
う
「
レ

ー
ザ
ー
脱
毛
」
も
行
い
ま
す
。
こ
の
レ

ー
ザ
ー
脱
毛
施
術
は
「
医
療
行
為
」
で

あ
り
、
医
療
機
関
の
み
実
施
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

〇
相
談
事
例

・
脱
毛
体
験
優
待
券
を
利
用
し
、
毛
穴

に
針
を
刺
し
て
毛
根
を
熱
で
死
滅
さ
せ

る
永
久
脱
毛
を
受
け
た
。
赤
く
腫
れ
上

が
り
、
３
年
半
た
っ
て
も
痕
が
消
え
な

い
。
↓
20
代
女
性
、
エ
ス
テ

・
ひ
げ
の
レ
ー
ザ
ー
脱
毛
を
受
け
て

い
る
。
５
回
目
の
施
術
の
１
週
間
後
く

ら
い
か
ら
ほ
ほ
の
赤
み
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
、
丸
く
や
け
ど
し
た
よ
う
な
状

態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
↓
30
代
男
性
、

医
療
機
関

〇
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

　

ま
ず
、
エ
ス
テ
と
医
療
機
関
で
で
き

る
脱
毛
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
ま
し
ょ

う
。
医
療
機
関
は
脱
毛
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
が
、
や
け
ど
な
ど
の
皮
膚
ト
ラ

ブ
ル
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
エ
ス
テ

で
は
医
療
機
関
に
比
べ
脱
毛
効
果
は
薄

い
で
す
が
、
皮
膚
へ
の
影
響
が
小
さ
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
脱

毛
施
術
を
受
け
た
人
の
約
４
分
の
１
が
、

や
け
ど
や
痛
み
、
ヒ
リ
ヒ
リ
感
な
ど
の

身
体
症
状
が
生
じ
た
経
験
が
あ
る
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
の
み
が
強

調
さ
れ
た
広
告
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
う

の
み
に
せ
ず
、
事
前
に
自
ら
情
報
収
集

し
、
施
術
前
に
十
分
な
説
明
を
求
め
る

な
ど
し
て
、
施
術
に
つ
い
て
よ
く
理
解

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

も
し
脱
毛
施
術
に
よ
る
皮
膚
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
た
場
合
は
、
施
術
を
受
け

た
エ
ス
テ
や
医
療
機
関
に
申
し
出
た
上

で
、
必
要
な
場
合
は
速
や
か
に
医
療
機

関
を
受
診
し
、
適
切
な
診
断
・
治
療
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

脱
毛
施
術
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
ほ
か
、

日
頃
の
生
活
に
お
い
て
、
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
何
か
困
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
上
益
城
広

域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

《
脱
毛
施
術
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
》

見
守
り
新
鮮

情
報
9
月
号

　※お断り　問い合わせ先は
各項の末尾です。
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医療機関の適正受診についてのお願い
後期高齢者医療の被保険者の方へ

　現在、休日や夜間に救急医療への受診が増え、緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障をきたして
います。必要な方が安心して医療を受けられるように、医療機関の受診や薬局で薬をもらう際には、下
記のことに留意しましょう。

■体の健診

嘉島町役場　町民課　保健係　☎237－ 2574

健康診査を受けましょう

　糖尿病などの生活習慣病は、初期には自覚症状がほとんどなく、症状が現れ始めた頃にはすでに悪化
しているというケースが多くあります。病気を未然に防ぐため、年に１回は「健康診査」を受けましょう。

●体調がすぐれない場合は、軽い症状でも昼間の診療時間内に受診しておきましょう。休日や夜間に
救急外来を受診することは、重症の患者さんへの対応が遅れてしまう心配があるだけではなく、医
師の負担が増え、医療費も割増料金で高くなります。

●かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら、早めに相談しましょう。
●同じ病気で複数の医療機関を受診することは、医療費を増やすだけでなく、重複する検査や投薬に

より、かえって体に悪影響を与えてしまう心配もあります。今受けている治療に不安などがあると
きには、そのことを医師に伝えて相談してみましょう。

●後発医薬品（ジェネリック）は、先発医薬品と同等の効能・効果を持ち、費用も安くすみます。ジ
ェネリックを希望する場合は「ジェネリック希望カード」を医療機関や薬局に提示し、利用につい
て相談しましょう。

●薬には副作用があります。複数の薬を使用する場合は、飲み合わせによって副作用が強くでること
もあります。お薬手帳の活用などにより、既に処方されている薬を医師や薬剤師に伝え、飲み合わ
せには注意しましょう。また、薬が余っている場合は、医師や薬剤師に相談しましょう。

【実 施 期 間】　12 月 10 日（日）～ 12 日（火）
【自己負担金】　800 円
【検 査 項 目】　問診、身体測定、血圧測定、血中脂質、肝機能、腎機能、血糖、尿、貧血など
【申 し 込 み】　対象者の方には４月に広報と世帯ごとの通知でご案内しておりますが、４月以降に転

入された方や、まだ健診のお申し込みをされてない方で、受診を希望される方は、嘉
島町役場町民課まで。

■歯と口の健診
　身体の健康と併せてお口の中の健康を保っておかないと、口腔機能が低下するだけでなく、歯周病や
肺炎などの全身的な病気にかかりやすくなって、要介護状態まで進んでしまう恐れがあります。毎年１
回必ず「歯科口腔健診」を受けましょう。

【実 施 期 間】　８月１日～ 12 月 31 日
【自己負担金】　400 円
【検 査 項 目】　問診、歯・入れ歯の状況、かみ合わせ、口腔内の異常、飲みこむ機能の評価など
【申し込み・受診方法】　対象者の方には８月からの保険証を送付した際に緑色の受診券を同封してお

ります。裏面の実施機関一覧表を確認していただき、あらかじめ健診機関に電話でご
予約のうえで受診券と保険証、自己負担金の 400 円をお持ちになって受診をお願いし
ます。

嘉島町役場　町民課　保健係　☎237－ 2574
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町
内
の
事
故

　
　

依
然
増
加
傾
向
！

　

町
内
に
お
け
る
交
通
事
故
が
人
身

事
故
、
物
損
事
故
と
も
に
依
然
と
し

て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
車
を
運

転
す
る
際
は
、
交
差
点
で
し
っ
か
り

安
全
確
認
を
す
る
と
と
も
に
、
速
度

を
抑
え
て
運
転
す
る
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
は
、
反
射
材
の

着
用
、
横
断
歩
道
の
利
用
を
引
き
続

き
お
願
い
し
ま
す
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　　　　　（件数）７月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H29.7 8 64 0 0 4 0 0 0

H29 累計 42 414 0 0 22 6 1 6

前年比 +7 +25 -4 -1 +7 +3 +1 +2

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H29.7 22 222 5 0 4 2 0 2

H29 累計 131 1322 7 0 36 10 3 15

前年比 +22 -96 -8 -2 +14 -1 +2 +5

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 264）

９月 11日は「警察相談の日」９月 11日は「警察相談の日」
警察への相談電話は、「＃ 9110」へ警察への相談電話は、「＃ 9110」へ（プッシュ回線）（プッシュ回線）

　警察では、防犯や交通に関すること、暴力団などに関すること、子どもの非行や家庭内暴力に関するこ
と、ストーカー・ＤＶに関すること、振り込め詐欺に関すること、事件や事故に関することなど、悩みや
不安を感じている方々のご相談に応じています
　警察安全相談室への相談電話は、プッシュ回線の場合「♯ 9110」、ダイヤル回線の場合「096-383-9110」
へおかけください。
　御船警察署への電話相談は、「096-282-1110」へおかけください。

相談窓口

警察安全相談室（警察に対する相談全般） 096‒383‒9110
犯罪被害者支援室 096‒381‒0110（内 2193 ～ 2195）
くまもと被害者支援センター 096‒386‒1033
レディース 110 番（性犯罪相談電話） 096‒384‒1254　0120‒8343‒81
けん銃・覚せい剤相談電話 096‒384‒4444　0120‒10‒3774
振り込め詐欺相談ホットライン 096‒381‒2567
肥後っ子テレホン（少年問題相談電話） 096‒384‒4976　0120‒02‒4976
熊本県暴力追放運動推進センター 096‒382‒0333
運転免許に関する相談 096‒233‒0110
日本道路交通情報センター 050‒3369‒6643

　警察の窓口での直接相談、電話での相談
どちらでも結構です。
　緊急の事件・事故の場合は、「♯ 9110」
を利用せずに、110番通報をお願いします。
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嘉島町総合運動公園
各種大会等予定
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

９

９ 土 第４回ＪＡグループ交流サッカー大会 競技場 ９：00～ 上益城農業協同組合

９ 土 高円宮杯 2017熊本県サッカーリーグU-15（１部） 競技場 14：00～ 熊本県サッカー協会

10 日 第７回エンペラーカップ軟式野球トーナメント戦 野球場 ９：00～ 上野商事　

16 土 第 61回熊本県専修学校各種学校連合会サッカー大会 競技場 ９：00～ 熊本県専修学校各種学校連合会

17 日 第 42回嘉島町ダイヤモンド杯少年野球大会 野球場 ９：00～ 嘉島西少年野球クラブ保護者会18日・23日も開催

18 月 2017第８回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　24日も開催

23 土 熊本県サッカー協会合同トレセンデー 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会

30 土 嘉島町・北九州市サッカー交流会 競技場 14：00～ 嘉島町役場サッカー部

10

１ 日 嘉島町長旗軟式野球大会 野球場 ９：00～ 嘉島町軟式野球協会　８日も開催

１ 日 第 52回熊本県サッカーリーグ１部 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会　22日も開催

７ 土 2017第８回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　21日も開催

８ 日 九州大学サッカーリーグ 競技場 10：00～ 九州サッカー協会　28日も開催

９ 月 2017球蹴男児U-16 リーグ 競技場 ９：00～ 球蹴男児U-16 リーグ実行委員会

21 土 第 62 回熊本県会長旗軟式野球大会 野球場 ９：00～ 上益城郡軟式野球連盟　22日も開催

28 土 平成 29 年度上益城郡学童陸上競技記録会 競技場 ９：00～ 上益城郡小学校体育連盟

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3106　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

８月17日現在

　

嘉
島
町
童
話
発
表
大
会
が
８

月
９
日
、
町
民
会
館
な
ど
で
開

か
れ
、
嘉
島
東
、
西
の
両
小

１
〜
６
年
生
18
人
が
そ
れ
ぞ
れ

取
り
上
げ
た
い
本
、
好
き
な
本

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

１
次
審
査
は
３
班
に
分
か
れ
、

各
班
か
ら
２
人
が
最
終
審
査
へ
。

出
場
し
た
１
、
２
年
生
は
５
分
、

３
〜
６
年
生
７
分
の
持
ち
時
間

で
発
表
。
情
感
た
っ
ぷ
り
に
物

語
る
一
方
、
緊
張
の
あ
ま
り
戸

惑
っ
て
中
断
し
て
し
ま
う
児
童

も
。

　

講
評
を
行
っ
た
審
査
委
員
長

の
尾
坂
利
夫
・
元
清
和
中
校
長

が
「
家
族
や
先
生
方
と
練
習
を

積
ん
で
き
た
の
が
分
か
る
発
表

ば
か
り
。
本
を
読
め
ば
読
む
だ

け
、
話
に
強
弱
を
つ
け
た
り
、

間
を
と
っ
た
り
表
現
す
る
力
が

養
わ
れ
て
い
き
ま
す
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
。
審
査
の
結
果
、
最
優

秀
賞
に
西
小
３
年
の
金
子
夏
歩

さ
ん
と
同
５
年
の
本
田
夢
菜
さ

ん
が
選
ば
れ
、
２
人
は
町
代
表

と
し
て
９
月
８
日
、
益
城
町
交

流
情
報
セ
ン
タ
ー
「
ミ
ナ
テ
ラ

ス
」
で
開
か
れ
る
上
益
城
郡
大

会
に
出
場
。

　

優
秀
賞
は
次
の
通
り
（
敬
称

略
）。

　

田
中
晴
葵
（
東
小
２
年
）
林

琉
空
（
西
小
３
年
）
下
西
瑛
里

子
（
同
５
）
石
坂
音
羽
（
同
６

年
）

嘉島町童話発表大会に出場した小学１～６年生。円
内は最優秀賞の本田さん（左）と金子さん（右）

　嘉島町童話発表大会 　　　

最優秀賞に本田最優秀賞に本田ささんん 金子 金子ささんん
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大
河
ド
ラ
マ
を
テ
レ
ビ
で
見
て

い
る
う
ち
に
日
本
史
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
歴
史
の
本
を
読

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
加
藤

家
、
細
川
家
に
関
す
る
熊
本
に
ま

つ
わ
る
話
が
よ
く
出
て
き
て
細
川

家
の
現
代
に
わ
た
る
ま
で
の
本
が

こ
の
本
で
す
。

　

と
て
も
内
容
が
分
か
り
や
す
く

細
川
家
１
代
か
ら
17
代
に
わ
た
っ

て
展
望
。
古
今
伝
授
、
連
歌
の
会

の
楽
し
み
方
、
専
門
歌
人
と
認
め

ら
れ
る
藤
孝
（
幽
斎
）、
さ
ら
に

は
細
川
護
煕
氏
が
首
相
に
な
る
ま

で
の
話
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。
熊
本
県
人
と
し
て
熊
本

の
歴
史
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
必

要
な
こ
と
と
か
が
分
か
る
よ
う
に

な
り
、
心
に
残
る
本
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

細
川
家
の
大
陰
謀

板
垣　

英
憲

　
　

Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ

宮
田　

英
二 

さ
ん　

滝
河
原

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）

　
　
　
　

12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

《
９
〜
10
月
の
休
館
日
》

　

９
月
11
、
19
、
25
日

　

10
月
２
、
10
、
16
、
23
、
30
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は

利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た

め
に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
閲
覧
、
学
習
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

嘉島町民会館で復旧工事

おすすめ本
ハンディ版　感情的にならない気持ちの整
理術
 和田秀樹
徳富蘇峰　終戦後日記「頑蘇夢物語」
 徳富蘇峰
お父さんが教える　13歳からの金融入門
 デヴィッド・ビアンキ　関美和＝訳
あしたも、こはるびより。
 つばた英子　つばたしゅういち
いまさら聞けない健康の常識・非常識
 池谷敏郎
いのちの車窓から
 星野源
トヨトミの野望　小説・巨大自動車企業
 梶山三郎
エミリの小さな包丁
 森沢明夫
本を守ろうとする猫の話
 夏川草介
やめるときも、すこやかなるときも
 窪美澄
見学！日本の大企業　サントリー
 編さん・こどもくらぶ

まんがで読む　知っておくべき世界の偉人
①　アインシュタイン
 アン・ヒョンモ＝文　スタジオチョンビ＝絵
 簗田順子＝訳
学校では教えてくれない大切なこと⑫
ネットのルール
 マンガ・イラスト　関和之（ＷＡＤＥ）
10歳までに読みたい世界名作⑧
シートン動物記　オオカミ王ロボ
 作＝Ｅ・Ｔ・シートン　編訳＝千葉茂樹
絵でわかる　小学生の英会話
 編者＝学研教育出版
じてんしゃのほねやすみ
 村上しいこ＝さく　長谷川義史＝え
きりぎりすくん
 アーノルド・ローベル＝作　三木卓＝訳
まねしんぼう
 さく・え＝みやにしたつや
「ごめんなさい」がいっぱい
 くすのきしげのり＝作　鈴木永子＝絵
どうするジョージ！
 作＝クリス・ホートン　訳＝木坂涼

○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237－ 0058

来
場
者
に
語
り
掛
け
、
握
手
を
交
わ
す
天
竜
大

さ
ん

　

熊
本
市
出
身
の
演
歌
歌
手
、
天
竜
大
（
て

ん
・
り
ゅ
う
た
）
さ
ん
が
７
月
26
日
、
嘉
島

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
町
内
の
建
設
業
３
社
の
呼
び
掛
け

で
実
現
。
近
隣
の
仮
設
団
地
の
入
所
者
な
ど

が
招
か
れ
、
天
さ
ん
は
デ
ビ
ュ
ー
30
周
年
の

記
念
曲
「
望
郷
熊
本
城
」
な
ど
数
曲
披
露
。

熊
本
弁
を
交
え
た
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
笑
い
を

誘
う
一
方
、
来
場
者
一
人
ひ
と
り
と
握
手
を

し
て
回
り
、「
歌
で
心
の
絆
が
つ
な
げ
れ
ば
」

と
語
り
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
隣
公
園
分
館
で
も
天
さ
ん
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

歌
で
復
興
応
援

歌
で
復
興
応
援

演
歌
歌
手
の
天
さ
ん
来
町

演
歌
歌
手
の
天
さ
ん
来
町

　当館のホール・会議室等は、平成 30年 1月末まで復旧工事のためご利用いた
だけません。同 4月の復旧を目指しておりますので、皆さまのご理解とご協力を
お願いいたします。
※図書室（10月下旬から 11月中旬閉館予定）・保健センターの利用は可能です。
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　「ターヘル・アナトミア」という言葉を皆さんの多くはご存じでしょう。今からおよそ
250 年前、小浜藩の藩医であった杉田玄白らによって、「解体新書」として翻訳されたオラ
ンダの医学書です。友人の中川淳庵からこの本を見せられたとき、玄白は大変驚きました。
なぜなら、これまで学んできた漢方の医学書とは違い、臓器や骨格などの人体図が緻密に描
かれていたからです。この本がどうしてもほしくなった玄白は、藩に頼み込み、どうにかこ
の高価な医学書を手に入れます。その医学書を眺めるうち、玄白は、その人体図が正しいの
か、実物と照らし合わせてみたくなりました。さて、ここで一つ疑問が生じます。なぜ医者
であるはずの玄白にその人体図の正しさがわからなかったのでしょう。実はこの時代、医学
的な人体の解剖は行われていなかったからです。当時は、人に限らず動物も含め、それらを
殺したり解体したりすることは「穢（けが）れ」を伴う行為とされ、一部の人々の専門の仕
事にされていたのです。
　そんな中、1771 年のある日、玄白のもとへ奉行所から手紙が届きます。死刑にされた罪
人を解剖＝腑（ふ）分けするので、見たければ、刑場においでくださいというものでした。

「ターヘル・アナトミア」の人体図の正しさがどの程度のものか確認する良い機会だと思っ
た玄白は、中川淳庵、前野良沢ら医者なかまとともに、その医学書を持って刑場に出かけて
いきました。腑分けは、虎松という男が行うことになっていましたが、急病のため、その
祖父が代わりに来ていました。「解体新書」の出版までの経緯をつづった「蘭学事始」には、
この老人のことや腑分けの様子が、次のように書かれています。
　 「～齢九十歳なりといえる者、代わりとして出でたり。健やかなる老者なりき。彼は、若

きより腑分けは度々手にかけ、数人を解きたりと語りぬ。～彼が某所をさして肺なりと教
え、これは肝なり、腎なりと切り分け示せりとなり。それを行き視（み）し人々、見過ご
して帰り、われわれは直に内景を見究めしなどいいしまでのことにてありしとなり。もと
より臓腑にその名の書き記しあるものならねば、彼の指し示すを視て落着せしこと、その
頃までのならいなるよしなり。～良沢と相ともに携え行きし和蘭図に照らし合わせ見しに、
一つとしてその図に聊（いささ）か違うことなき品々なり～」

医者であるにもかかわらず、解剖などしたことのなかった玄白らにとって、実物の臓器は、
それが何なのか全くわからなかったことでしょう。それをこの老人が、これが心臓、これが
肝臓などと説明することで、医学書の人体図と照らし合わせることができ、「ターヘル・ア
ナトミア」の人体図の正確さを確認できたのです。この老人の技術の高さと知識の豊富さが、

「ターヘル・アナトミア」の医学書としての価値を証明したのです。腑分けから帰った玄白
らは、早速この医学書の翻訳に取り掛かります。多くの困難を乗り越えた後、1774 年、玄
白らは、ついに「ターヘル・アナトミア」の翻訳書である「解体新書」を出版します。まさ
しく日本の近代医学がここに誕生したのです。
　しかし、この歴史的出来事には、人権問題を解決する重要な要素が隠されている気がしま
す。それは、杉田玄白らの人となりです。もし玄白らが、この時代の他の人々同様、差別意
識をもつ人物だったらどうだったでしょう。腑分けを見学してまで人体の構造を理解しよう
としたでしょうか。腑分けするこの老人の話をこれだけ熱心に聞いたでしょうか。彼らの、
つまらない「穢れ」観にとらわれない人権意識の高さ、人を差別しない人権尊重の精神が、
この歴史的出来事からうかがえます。人権という概念さえなかったこの時代に、このような
人権意識をもった人々が生きていたということに、現代のわれわれが学ぶことも多いのでは
ないでしょうか。

人権問題の正しい理解のために 〔その304〕

近代医学の誕生にかかわった
被差別部落の知識と技術
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Happy Summer ！
　Hello! It's Lily! Thank you so much for one amazing 
year. As of this month, it's my second year here. I look 
forward to being here for one more year.
　Last year, I had just come to Japan, and I didn't realise 
that there was a festival here in Kashima, and I went to 
the Hinokuni Festival in Kumamoto City. As a result, I 
spent the entire year looking forward to Kashima's 
Mizunosato Festival. Looking up close at beautiful fireworks 
while drinking beer brewed in Kashima, I wasn't dissapointed 
by the festival. I was able to meet students wearing yukata 
and jinbei, and had a happy evening.
　After the festival I had the opportunity to do an English 
Classroom at Kashima's community center. For 3 days in 
a row, I played many games,talked to my mother by video 
chat, and talked about some traditional Canadian culture 
together with Kashima's grade 6 students. The students 
really worked hard.
　By the way, Kumamoto is hot! How do you guys cope 
with the summer heat? I heard from a friend living in 
Kashima that most families in Japan own a shaved ice maker. 
After hearing that I was very surprised. I imagine that 
you generally just eat shaved ice, but have you ever heard 
of Canadian Maple Taffy?

　Maple Taffy is a candy made from maple syrup which hardens when poured onto cold snow. In Canada, 
maple syrup is collected in February. Syrup producers use the snow around them to make the candy, 
by how about making it with shaved ice? If you heat up the maple syrup in a pot to 113°C, and then 
pour it over some shaved ice, it will harden instantly. Roll it up with a popsicle stick or disposable 
chopstick and your taffy is ready！ Please try to make it at home！ Well then, see you！

ハッピー・サマー！
  こんにちは！リリーです。1 年間お世話になりまし
た。今月から ALT ２年目になりますが、どうぞよろ
しくお願いします！去年は、日本に来たばかりで、嘉
島町で夏まつりがあることを知らなかった私は、火の
国まつりに行ってしまいました。それ以来ずっと水の
郷（さと）まつりを楽しみにしていました。期待を裏
切らないステキなおまつりで、地元産の出来たてビー
ルを飲みながら、間近できれいな花火を見ることがで
きました。生徒たちが浴衣や甚平で来ていて、学校と
は別の姿に出会えてハッピーな夕方でした。
  水の郷まつりが終わった翌週は、嘉島町民会館で英
会話教室をさせてもらいました。３日間連続で、町内
の小学 6 年生と一緒にさまざまなゲームをして、カナ
ダに住んでいる母にビデオ電話をして、カナダの伝統
文化も紹介させてもらいました。みんな本当に頑張っ
ていました。
  それにしても、熊本の夏は暑か～！　嘉島町のみな
さんは、蒸し暑い夏をどのように過ごしていますか？

　町民の方から聞いたのですが、日本のほとんどの家
庭には、かき氷機があるそうです。それを聞いてビッ
クリしました！　みなさん、自宅でかき氷を作って食
べていらっしゃると思うのですが、カナダのメープル
タフィーについて聞いたことありますか？
　メープルタフィーは、メープルシロップを雪の上に
注いで固めて水あめにしたカナダのお菓子です。カ
ナダでは、メープルシロップが 2 月に出来上がりま
す。生産地の人々は、２月に必ず降る雪を利用してタ
フィーを作ります。嘉島町のみなさん！　かき氷機で
氷のベッドを作ってタフィーを作ってみませんか？
まず、鍋でメープルシロップを 113°C に加熱して、
氷のベッドに広げると、すぐに固まります。アイス
キャンディー用のスティックや割り箸で巻いたらメー
プルタフィーの出来上がりです！　ぜひ家族で作って
みてください！それでは、See you !!

（８月 15 日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

町内の小学６年生を対象にした夏休み英会話
教室の様子
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松本　侑己くん
（嘉島西小学校４年）

「大きいなすび」
髙野　由奈さん（嘉島東小学校１年）
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。
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今
夏
の
「
か
し
ま
水
の
郷
（
さ
と
）
ま
つ
り
」
も
多

く
の
皆
さ
ん
に
来
場
い
た
だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

ご
一
緒
で
き
ま
し
た
。
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
は
ど
れ
も
趣

向
を
凝
ら
し
、
打
ち
上
げ
花
火
の
息
を
の
む
迫
力
に
は

会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
湧
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

迷
走
し
た
台
風
５
号
の
接
近
に
は
気
を
も
み
ま
し
た
。

九
州
直
撃
の
予
報
に
一
瞬
「
中
止
」
の
２
文
字
も
頭
の

中
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
開
催
で
き

た
の
は
「
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
夏
の
思
い

出
づ
く
り
を
応
援
し
よ
う
」
と
い
う
実
行
委
員
や
関
係

ス
タ
ッ
フ
の
心
意
気
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

い
つ
、
ど
ん
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い

現
代
社
会
。
町
が
県
北
の
菊
池
市
、
佐
賀
県
の
伊
万
里

市
の
３
市
町
で
結
ん
だ
「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
は

昨
年
の
震
災
対
応
か
ら
得
た
教
訓
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
、
万
全
の
体
制
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。（

８
月
31
日
）

意

輪

８月の
　　 町長の動き

荒木町長談

1日 ・嘱託職員辞令交付　・庁内常会、課長会議
 ・河川海岸防災協会役員会、総会
 ・熊本県土地改良事業団体連合会訪問
4日 ・故河津寅雄元全国町村会長の墓参り
5日 ・西川京子氏旭日重光章受章祝賀会
 ・かしま水の郷まつり
6日 ・かしま広域農場総会、懇親会
 ・糸田堰土地改良区理事会

7日 ・課長会議　・かしま水の郷まつり御礼訪問
 ・熊本保護観察所長来庁応対
 ・ 嘉島中央土地改良区、糸田堰土地改良区来庁

応対
 ・第42普通科連隊第1中隊長来庁応対
 ・サントリー工場長来庁応対
 ・地域医療構想、地域調整会議
10日 ・嘉島町議会臨時会　・全国町村会来熊応対
 ・嘉島町国保運営協議会
11日 ・水の郷まつり反省会
14日 ・課長会議　・日本サッカー協会来庁応対　
 ・ スペシャルオリンピックス日本熊本来庁応対
15日 ・熊本県戦没者追悼式　
16日 ・上益城消防組合管理者会議、組合議会
 ・西日本新聞取材応対
 ・木下大サーカス招待券贈呈式
 ・悠優かしま理事長来庁応対
 ・熊本県市町村課長来庁応対
 ・熊本県警本部訪問  
17日 ・副市町村長研修会
 ・九州中央自動車道建設促進地方大会
18日 ・上益城広域連合正副連合長会議、議会
 ・御船地区衛生施設組合管理者会議、議会
 ・宇城地域振興局来庁応対
21日 ・課長会議
 ・ 熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会

町村長会議
 ・防災交流事業、静岡県中学生来庁応対
 ・益城クリーンセンター会議
22日 ・平成28年度決算審査町長報告
 ・主要地方道小川嘉島線促進期成会総会
 ・東部台地土地区画整理事業審議会
 ・時事通信社取材応対
23日 ・熊本県町村会役員研修（～25日まで）
28日 ・課長会議
 ・ 地籍調査推進委員にかかる業務説明会および

委嘱状交付
30日 ・地域農政未来塾交流会（～31日まで）

「水の郷まつり」では司会の大田黒浩一さん
との掛け合いも

野田聖子総務相に全国町村会長就任のあい
さつを行った荒木町長＝総務省大臣室
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市
社
会
福
祉
協
議
会　

様

　
　
　
　
　
　
　

（
静
岡
県
）

　
　
　
　
　
　
　

８
月
18
日
現
在

一　

般　

寄　

付
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嘉島町の人口
平成29年８ 月31日現在

（前月比）

人   口 9,184 人　

　男　　 4,455 人　

　女　　 4,729 人

世帯数　 3,415 世帯　（＋  4）

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が

朝
夕
の
空
気
が
少
し
ず
つ
変
わ
り
、

秋
の
気
配
を
感
じ
ま
す
。
ど
こ
と
な

く
寂
し
い
気
も
し
ま
す
が
私
が
一
年

の
う
ち
で
一
番
好
き
な
季
節
で
す
。

　

今
年
も
９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で

の
10
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
秋
に
な
る
と

日
没
が
早
ま
り
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間

の
交
通
事
故
の
確
率
が
高
く
な
り
ま

す
。
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
ラ
イ

ト
の
点
灯
や
反
射
材
の
活
用
な
ど
を

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
宮
）

　

笑
っ
て
健
や
か
に
―
「
滝
河
原

サ
ロ
ン
き
ず
な
」
は
７
月
26
日
、

地
元
公
民
館
で
開
い
た
例
会
に

と
っ
て
お
き
の
笑
い
の
ゲ
ス
ト
を

招
き
ま
し
た
。

　

熊
本
市
出
身
の
腹
話
術
師
ピ
ッ

カ
リ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
ご
両
人
。
兄

の
福
田
勇
一
郎
さ
ん
が
腹
話
術
の

人
形
を
使
っ
た
冗
談
満
載
の
お
話

を
披
露
す
れ
ば
、
音
楽
担
当
の
弟
、

松
田
明
彦
さ
ん
も
童
謡
や
昔
懐
か

し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
伴
奏
し
、
参

加
し
た
約
30
人
の
合
唱
を
楽
し
く

ア
シ
ス
ト
。
高
齢
者
の
健
康
維
持

を
図
る
同
き
ず
な
の
活
動
は
ニ
ッ

コ
リ
笑
い
に
彩
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

腹話術ニッコリ笑って…

　（＋  1）

　（＋  4）

　（＋  5）

９月10日（日） 田上皮ふ科クリニック（御船町）
  ☎２８１－１１１２
９月17日（日） 大串内科（嘉島町）
  ☎２３４－７８７３
９月18日（月・祝） みふね眼科（御船町）
  ☎２８２－３７１１
９月23日（土・祝） 山地外科胃腸科医院（嘉島町）
  ☎２３７－０００３
９月24日（日） たかぞえ内科・循環器内科クリニック（御船町）
  ☎２８２－００７０
10月１日（日） さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
  ☎２３７－４１３３
10月８日（日） 榊田泌尿器科外科医院（御船町）
  ☎２８２－６３６３
10月９日（月・祝）藤岡医院（御船町）
  ☎２８２－０４０５
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ご両親：黒川　裕也さん、亜子さん（上仲間）

黒
川
　
紗
羽（
さ
わ
）
ち
ゃ
ん

平
成
29
年
3
月
15
日
生

お兄ちゃんお姉ちゃんとたくさん遊ぼうね♡
ご両親：林田　匡史さん、恵さん（鯰）
たくさん食べて、大きくなります!!

林田　翔真（しょうま）くん　９歳
　　　悠真（ゆうま）くん　７歳
　　　真帆（まほ）ちゃん　４歳

平成29年２月21日生　　　愛真（えま）ちゃん


